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『補忘記 』 と 『頭書訂正西谷名 目』 と

『

補
忘
記
』

と

『

頭

書
訂
正

西
谷

名
目

』

と

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

石

　

井

　
　
行

　

雄

　
〈

論
文
要

旨
〉

　
　

『

補
忘
記
』

編

者
・

巧
知
旦

房

観
応
に

よ
っ

て

編

ま
れ

た

『

頭
書
訂
正
西
谷
名
目

』

（
元
禄
十
一

年
（

＝
ハ

儿
八｝

刊）

は、

『

補
忘

記
』

　
同
様
の

方
式
に

よ

り

声
点
が

差
さ
れ

て

い

る
。

　

　
こ

の

『

頭

書
訂
正
西
谷
名
目

』

の

声
点

を
と
り

あ
げ
て、

そ

の

素
性
を
『

補
忘

記
』

（
主
に

元
禄
版
に

よ
っ

た
）

の

注
記
と

対
照

す
る

こ

と

に

よ
り

考
察

　
し
た
。

　

　
『

補
忘
記
』

注

と

『

頭
書

訂
正
西

谷

名
目』

の

差

声
と

に

よ
り、

語
を
八

種
に

分
類
し
た

と

こ

ろ、

そ

の

依
拠
す
る

宗
派
を
明

ら

か

に

し

得
る

も
の

は、

　
第
四
〜

八
種
の

も
の

で

あ
り、

特
に

天

台
宗
寺
門
派
の

読
み

方
に

依
る

も
の

が

殆

ん

ど

で

あ
っ

た
。

　

　
こ

の

こ

と
か
ら、

観
応
は

寺
門
派
の

読
み

方
に

よ

り
『

頭
書
訂
正

西
谷

名

目
』

に

差
声
し

た

も
の

と

思
わ
れ
る

。

　

　

　
　

　
は

じ
め

に

『

補
忘

記
』

は

本
来、

智
山

派
の

論
義
の

指
南
書
で

あ
っ

た

が
、

国
語
ア

ク
セ

ン

ト

資
料
と

し

て

も
高
い

価
値
を
認
め

ら
れ

て

い

る
。

『

補
忘

記
』

の

内
容
が

当

時
い

か

な
る

意
味

を

持
ち

、

ど

の

よ
う
な
素

材
に

従
っ

て

編

ま
れ
た

か
、

そ

の

探
求
は

編

者
観
応
の

周
辺

に

ま

で

及
ぼ

す
べ

き
で

あ
ろ

う
。

　

巧
智
房
観
応
（

一

六
五

八

〜
一

七
一

〇
）

の

編

著
書
に

つ

い

て

は、

既
に

『

智
山

学
匠
著
述
目
録
』

に

数
種
著
録
さ

れ
て

い

る
。

そ
の

中
に

『

西
谷

名
目
冠
註
』

な
る
一

書
が

あ
る

。

　

『

西
谷

名
目

』

は

正

式
に

は
『

天

台

圓
宗
四
教
五

時
西
谷

名
目

』

と

称
し
、

天

台
宗
学
の
一

種
の

綱
要
書
で

あ
り、

『

大
正

新
脩
大

蔵
経
』

第
七

十
四

巻
に

活
字
翻
刻
さ
れ
て
い

る
。

そ
の

著
者
・

著
作
年

代
は

不
明
で

あ
る

も
の

の
、

其
の

標
題
に

西
谷
名
目

と

あ

る

こ

と

に

よ
っ

て
、

比
叡
山
十
六

溪
の
一

つ

で

あ
る

東
塔
西
谷

の

学
匠
の

手
に

成
っ

た

も
の

と

思

わ
れ、

足

利
期

の

作
と

も
言

わ

れ

る
。
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多
く
の

注
釈
が

近

世
行
わ

れ

て

い

た

が、

そ
の

中
の
一

つ

に

観
応
の

『

西
谷
名
逕
冠
註
』

（

『

頭

書
訂
正

西
谷

名
目

』

）

が

あ
る

。

こ

の

『

西
谷
名
目

冠

註
』

に

は
、

他
の

『

西
谷
名
目

』

版
本
・

注
釈
書
に

無
い

注

目

す
べ

き

特
徴
が

あ
る

。

そ
れ

は
、

本
文
に

差
声

さ

れ
て
い

る
こ

と

で

あ
る

。

声
点
は

全
巻
要
所
に

差
さ

れ
て

お

り、

「

新
濁
」

「

本
濁
」

の

別
ま

で

明

示
し

た
、

『

補
忘

記
』

の

方
式
そ

の

も
の

で

あ
る
。

　

そ
こ

で
、

観
応
編

『

西

谷

名
目
冠
註
』

を
『

補
忘

記
』

と

比

較
し
て

、

『

補
忘

記
』

解
明

の

手
掛
り

を
得
た
い

と

思
う

。

　

利
用
す
る

本
文
は、

『

補
忘

記
臨

に

つ

い

て

は

臼
帝
社
刊
の

複

製
本、

『

懣
谷

名
積

冠
註
醯

は

架
蔵
江、
尸

期
刊

本
を
用
い

た
。

　
　

1

　

架

蔵
本
に

よ
り

、

『

頭

書
訂

正

西

谷

名
目
隔

（

『

西
谷

名
貝

冠
註
し

の

形
態
を
示
し

て

お

く
。

一
、

外
題

（

躙

題

簽）

訂 頭

正 書

一
、

内
題

　
（

上

本
）

天

毒
圓

宗
四
教
五

時
西
谷

名
目

巻
上

　
（

上

末）

西
谷
名
目
上

末
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（

下

本）

天
台
圓

宗

四
教
五

時
西
谷
名
目

巻
下

本

（

下
末
）

天

台

圓
宗
四

教
五

時
西
谷

名
目
巻
下

末

一
、

構
成

、

2
巻
4
冊
（

上

本
・

上

末
・

下
本
・

下
末）

一
、

法
量

、

タ
テ
ト。

NO

×

ヨ

コ
一

〇

b
 

一
、

上
本
43
丁
、

上
末
41
丁、

下

本
33
丁、

下

末
（

本
文
）

46
丁
・

（

跋）

1
丁、

一
、

袋
綴
（

四
針
眼
訂）

］
、

無
地
黄
土

色
表
紙

一
、

匡
郭

、

四
周
単
辺、

（

以

下
二

項
は

本
文
が

上
本
3
丁

よ
り

始
ま

る
の

で
、

上

本
3
丁

で

取
る

）

外

郭
　
卜。

幽

b
×

H
 

眺

　
内
郭
　
一

伊
。。

×
一

G 。

b
 

一
、

版
心

跋
文
（

下
末）

跋
西
谷
名
目

冠
註

西

谷

名
目
冠
註

行
干
世
久

矣
舊
版

蠹
損
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一
、

一
、

文
字

漫
滅
又

且
援
據
不

備
者

往
々

而

在

頃
日

書
肆
某

来
而

請
余
革
舊
糾
繆
復
補

其
闕
略
余
固
辞
不
逍
粗
枝
訂
聊
裨
益

以

與
之

　

元

禄
戊
寅
冬
臘
月

吉
旦

（

一

六
九
八
）

　
　
　

　

　

智
積
輪
下
沙
門
観
応
誌

刊

記
（

下
末
）

元
禄
十
一

戊
寅
歳
臘
月

朔
旦

（
一

六

九

八
）

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

香
川
判
左

衛
門

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

林
氏

　
荘
五

郎

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

八

尾

　
平
兵

衛

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

中
野
宗
左

衛
門

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

中
野
小

左

衛
門

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

各
同
志
開
版

内
郭
内

本
文
に

は

声
点
・

返
点
・

傍
訓
が

施
さ

れ
て

お

り、

墨

書
書
込

み

な
し

。

漢
文
に

よ
る
註

解
を
そ
の

外
に

配
し
た

構
成
に

な
っ

て

い

る
。
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『補忘記 』 と 「
頭書訂正西谷名 目』 と

一
、

表
紙
墨

書
　

「

隻
遍
照

院
」

尚、

跋
題
・

外
題
・

内
題
の

各

書
名
に

差
が

あ
る

。

本
稿
で

は

外
題
に

よ

り
『

頭
書
訂
正

西
谷

名
目

』

と

す
る

。

　
　
11

『

頭

書
訂
正
西
谷

名
目

』

（

以

下、

『

西
谷

名
目
』

と

略
称
す
る
）

の

声
点
と
『

補
忘

記
』

（

収
載
語
彙
教
か

ら

主

に

元

禄

版
に

依
っ

た
）

の

声
点
と

を
比
較
し

て
、

『

西
谷

名
目

』

に

差

さ

れ

た

声

点
の

素
性
が

『

補
忘

記
』

に

施
さ
れ
た

読
み

く
せ

の

注
記
か

ら
、

ど
の

よ

う

な
も
の

か

明
ら

か

に

し

た
い

。

尚、

『

西
谷
名
目
』

『

補
忘
記
』

の

翻
字
に

当
っ

て

は

次
の

方
針
に

よ
っ

た
。

一
、

声
点
は

被
差
声

字
の

直
後
の

（

）

内
に
、

平
声

・

上
声

・

去
声
・

入

声
・

フ

入

声
・

毘
富
羅
声
の

別
を

、

（

平
）

（

上
）

（

去）

　
（

入
）

（

フ

入
V

（

毘
）

と

し

て

示
し

た
。

一
、

新
濁

・

本
濁
の

場
合
も

、

（

）

内
に

、

四
声
の

後
に

記

し

た
。

一
、

細
字
双
行
註

の

部
分

は

〈

　
〉

内
に

本
文

と

同
じ

大
き
さ

で

示
し

た
。

一
、

〔

〕

内
に

『

西
谷
名
目
』

の

所
在
を、

冊
別
・

丁
数
・

オ
モ

テ
・

ウ

ラ
の

別
の

順
に

示
し
た

。

　

m

『

補
忘

記
』

と
の

関
係
で

『

西
谷

名
目

』

の

差
声
さ
れ
た

語
彙
は

次
の

八

種
に

分

け

ら
れ
る

。

　

　

第
一

種

『

補
忘
記
』

に

対

応
す
る

標
出
語
の

見
出
せ

な
い

語

彙
で

あ
り、

こ

れ
は
二

〇
四

例
あ
る

。

　

1
根
（

去
）

性
（

平
・

新
）

〔

上

本
・

5
オ
〕
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2
所
（

平
）

詮
〔

上
本
・

9
ウ
〕

　

（

紙
幅
の

都

合
で

以

下
3
ー

弸

の

用

例

は

省
略

す
る

V

こ

れ
ら

は、

『

補
忘
記
』

に

よ

り

読
み

の

素
性
を
判
別
す
る
こ

と

は

で

き
な
い

。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 谷 の r
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25 　 2423
阿

ノ
八 鹿

那 第
（ 三
上 地）

也

含
〉

（

上
・

本）

果
（

平）

〔

下
本
・

5
オ
〕

砿

　
阿

（

上
）

那
（

上
）

含
（

上
・

本
）

杢
ノ

十
地

ハ

（

去
）

上
（

平
・

本
）

天
（

去）

下
（

平
・

本
V

唯
（

去
）

我
（

平
軽
）

独
（

入
・

本
）

尊
（

去）

〔

上

末
・

39
ウ
〕

（

平
）

下

（

上
・

本
）

〈

呉
音
ニ
ハ

云【

天

（

上
）

下
（

平
・

本
）
→

〉

鞠

（

入
）

野
（

平
）

苑
（

去
）

〔

上

末
・

40
ウ

〕

　

鹿
（

入
）

野
（

平）

園
（

去）

〔

（

入
）

人

（

去
）

地
（

平
・

本
）

〔

下
本
・

4
ウ

〕

　

八

（

入
）

人
（

去
）

地
（

平
・

本
）

〈

通

（

上
）

教
（

平
・
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モ
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シ 30 末 ＿

〉
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こ 　 オ

三 の 辟
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十

犬

杢
法

96

成

雲

禾

乗

品 郭   ε 蒙

鞴 鑓 天 佛 云

1籌鑄
蝦 lll
来義蒹挈日蓬渠楚

纓 認 癖
＿ あ 〉 入
兀 る 　

一

芸

゜

　界

本 　 ｛！｝
　

口 　 　 性
口口

　

平

新

無

2
明

2

含

平
）

身

芸
ζ
身
字
tL

胆

〕

さ

　 れ

辟 て

（ 　い

入 る
・ 読
本 み
）

に

支
一

＿ 致

上 す
）

る

迦 も
（ の

上 で
）

あ
羅 免

2V
公
ロ

家

第
五

種

140一

N 工工
一Electronlc 　Llbrary 　



CHISAN-KANGAKU-KAI 

NII-Electronic Library Service 

CH 工 SAN −KANGAKU −KA 工

『補 忘記 』 と 『頭書訂正西 谷名 目』 と

『

補
忘
記
』

に

対

応

す
る

標
出
語
が

あ

り
、

且
つ

宗
派
に

対
す
る

注

記
が

存
在
す
る

も
の

の

内
、

天

台
宗
寺

門

派
（

三

井
寺
）

の

語

形
で

あ
る
こ

と

の

判
明

す
る

も
の

が

あ
る

。

こ

れ
は

五
十

例
で

あ
る

。

（

例
示
方
法
は
第
四
種
に

同
じ

。

）

次
の

二

十
七

例
（

内
二

例
は

両
点
）

は

『

補
忘

記
』

に

「

三

井
ニ

ハ

」

と

示
さ
れ

て
い

る

読
み
に
一

致
す
る

も
の

で

あ

る
。

1
相
（

平
）

即
（

入
・

新
）

融
通
（

上
・

新
V

〔

上

本
・

6
ウ

〕

　

孤

　
相
（

平
）

即
（

入
）

相
（

平
）

入

（

フ

入
）

〈

即
ノ

字
三

　

井
ニ

ハ

濁
ル

〉

融
（

去
）

通
（

上
・

新
）

〈

華
厳
宗
亦
尓
也

　
三

井
ニ

ハ

云
コ

融
（

上
）

通

（

上
・

新
ζ

融
ノ

字
不
レ

引
＞

2
集
（

入
）

諦
〔

上

本
・

12
ウ
〕

　

集
（

入
・

本
）

諦
（

平
）

〈

唯
識
亦

同
　
三

井．…
ハ

云
二

集
（

入
）

諦
→

＞

3
集
（

入
）

諦
〔

上

本
・

29
ウ
）

　

2
に

同
じ

4
集
（

入
）

諦
（

平
）

〔

上

末
・

3
ウ
〕

　

2
に

同
じ

5
三

果
（

平
・

新
）

〔

上

末
・

7
オ
〕

　

三
（

去
〉

果
（

平
〉

〈

預
（

平
）

流
（

上
）

一

（

入
∀

来
（

去
）

不
（

上
〉

還
（

平
・

本
）

　

或
ハ

後
三

果
也

　
果

ノ

字
三

井
ユ
ハ

濁
歟
＞

6
阿
（

平
〉

羅
（

上
V

漢
（

平
）

果

（

平
・

新
）

〔

上
末

・

1ー
オ
〕

　

陶
（

平
）

羅
（

上
）

漢
（

上
）

果
（

平）

〈

唯
識
宗
亦

尓
也

　

三

井
。

ハ

果
ノ

字
濁
也
＞

7
因
（

去
〉

果
（

平
・

新
）

撥
（

入
）

無
（

平
・

本
）

〔

上
末

・

14
ウ

〕

　

砿

　
撥
（

入
）

無
（

上
）

霞
（

上
）

果
（

平
・

新
V

〈

三

　

茂
ハ

無
ノ

字
平

声
。

．

而
濁
音

ヲ

用
ヒ

．

云
・

撥
（

入
）

無
（

平
・

新
）

因
（

去）

果
（

平
・

新
）

→

＞

8
梵
（

平
・

本
）

輔
（

平
・

新
）

天

（

去
・

新
）

〔

上

末
・

19
オ

〕

　

梵
（

平
・

本
）

補
（

平
∀

天

（

去
）

〈

補
、

字
半
濁

　
唯
識

　

宗
ノ

名
目

モ

尓
也
　
三

井．
ス

補
ノ

字
濁
也
＞

9
光

（

上
）

師
（

上
・

新
V

〔

上

末
・

2ー
ウ
）

　

光
（

上
）

師

（

上
・

新）

〈

倶
舎

．

光
．

記
、

作
者
光
（

上
）

法
（

入
∀

師
（

上
）

　

也

　
三

井
等．冖

モ

光

（

上
）

師
（

上
・

新
）

．

時

　
師

ノ

字

　
濁
＞

10
槽
（

平
∀

即

（

入
・

新
∀

〔

下
本

・

2
オ
）

　

1
に

伺
じ
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　 　 21
　 　 　 　 　 20　　　　　19　　　　　18　　　　　17　16　　　　　15　／4　13　12　11
清 去 大 時 証 證 蕚 生 云 波

＝

遍 相 假 従 雙 三 習 阿

享 声 ＿ 　
モ

＿ ＿ 清 ＿
−r

＿ 法 ＿ 一 一 一 一 一 一 一

示
「

平 清 平 平 也 去 波 上
＿ 平 平 平 上 平 去 入 平

　 云
・ 〉

） ）
　

）
＿

）
フ

） ） ）
・

） ） ） ）

大 云 本 　 果 果 三 蘓 上 羅 人 癒 即 ｛≧ 麺 非 根 気 羅

護 棄 斡 鮭 覊奮晃 嫡 空 ヱ 鉾 ヱ
・ 経 ＿

本
ノ 入

　 　 　 　 　 　 @

字
無 経

@ レ キ

5 ζ 占

経時？
2 芸 率

ニ フ 2
大 大

　〕
皐 寧
杢

絞

縺 H
黶 Q 本

フ フ ）
   

W 班
51@

　 ト 　 ．

ト　新

v　　

　　v
　驤 経
　森ε

　餐全

　
轟

悲 也

　卑

　子

果

琶
ﾅ 霧

奮垂
客 果

即
O 琶

Y 聖 垂 皐 薑 稟 果皐
薑
薪 ノ 　 ）

矗爵麩 丁難 埀
緒季塹壷雫羨 て
也魅醒麹 遡搬砲

 

 
W

欝
蠶

饕

酵
黌

芒
認

難
護

癨
鉢

曙

鞍
ゴ

麸

鵠
慕

饗
丑

去

）

蘓

上

）

〈

熟
（
入
・
本

）
蘓

（
上
）

也
　

蘓
ノ
字

6

こ

司じ

　

‘
『

E

）
〈

唯
識

亦

同
也

　
三

井
ニ

ハ

習
ノ

清

〉

山

）
〈

三

井

．

；
根

ノ
字

濁
〉

　
非

（上

）
〈

非
ノ

三

井
ニ

ハ
濁

〉

卜

本
・

18
ウ

〕

ぼ
　

従

（

上
・

）

空
（
上

・
新

）
翫

（
入

）

想

空
（
上

V
出

（入）
假

（
平

）

〉

ウ
〕

1

同

じ

砿

　
法

（
入

）
界

（

平
）

〈
三

井
山
門

并
二

浄
土

宗
二

（ 倶二云

（ 平）
→
〉 （ 上 ） 奈 （ 上 ） 國（ 入 ） 〈 奈 ノ 字三井ニ ハ 用 瀞 代 ノ
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『
補忘記 』 と 『頭書訂正西 谷名H』 と

22
熟
（

入
・

本
）

蘓
（

上
・

新
）

昧
（

平
）

〔

下

末
・

22
ウ
〕

　

19
に

同

じ

23
劣
（

入
）

応

（

平
∀

身
（

上
・

新
）

〔

下

末
・

33
ウ

〕

　
砿

応
（

平
）

化
（

平）

身
（

上
）

〈

身
／

宇
三

井
ニ

ハ

濁
ル

也
＞

24
勝
（

平
）

応
（

平）

身
（

上
・

瓢）

〔

下

末
・

33
ウ

〕

　
砿

23
に

同
じ

25
通

（

上
）

（

玄
〉

教
（

平
・

新
）

〔

上

本
・

5
ウ
〕

　

通
（

上
）

教
（

平
・

新
）

〈

山
門

ノ

名

臼
也

　
根

嶺
随
け

之．…

寺
門

〜
蓋
二

通

（

去
）

教
（

平
・

新

訴
＞

26
通

（

上
）

（

去
）

教
（

平
・

新
）

〔

下
本
・

2
オ
〕

　

25
に

嗣
じ

こ

の

内、

25
・

26
は

両
点
で

「

山

門
」

の

読
み

も
示

し

て

い

る
。

次
の

二

十
一

例
は

『

補
忘
記
』

に

「

三

井
亦

同
」

と

さ
れ

て
い

る

標

畠

語
に
】

致
す
る

も
の

で

あ
る

。

27
三

教
（

平
・

新
）

〔

上
本

・

5
ウ

〕

　

三

（

宏
〉

教
（

平
・

新
）

〈

三

井
亦
岡
＞

28
樂
（

入
）

変
（

平
）

化
（

平
・

新
）

天

（

上
）

〔

上

末
・

19
オ
〕

　
楽
（

入
）

変
（

平
）

化

（

平
・

新
）

天

（

上
）

〈

三

井
亦
尓

螂

也
　
唯
識

宗．
ス

云．・

楽
（

平
・

本
）

変
（

平
）

化
（

平
・

新
）

天
（

上
）
→

〉

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

29
梵
（

平
・

本
）

衆
（

平
・

新
）

天

（

去）

〔

上
末
・

19
オ
〕

　

梵
（

平
・

本）

衆
（

平
・

新
）

天

（

去
）

〈

三

井
亦

尓
也

　
唯
識

　

　

シ
ユ

ウ

ト

宗
ユ

へ

云
レ

衆

也
＞

30
廣
（

平
V

果
（

平
・

新
）

天

（

去
V

〔

上
末
・

2ー
オ

〕

　
廣
（

平
∀

果
（

平
・

新
〉

天

（

上
∀

〈

三

非
亦
同
也

唯
識
宗

ニ

ハ

果
．

字

清
。

＞

31
声
（

上
〉

教
（

平
・

新
∀

〔

上

末
・

30
オ
〕

　

声
（

土
〉

教
（

平
・

新
）

〈

四

（

平∀

諦
（

平
・

本
）

声

（

上
）

教
（

平
・

新
）

三

井
亦
如
レ

是
＞

32
前
三

果
〈

平
・

新
〉

〔

L
末
・

3ー
オ
〕

　

前
く

去
・

本
）

三

（

上
・

栽
）

果
（

平
・

新
V

〈

三

弾
亦
岡

シ

　

唯
識
宗．…

ハ

果
ノ

掌
清

也
　
但

シ

當
山

テ

モ

三

（

表）

果
（

上
）

ノ

時
ハ

果
ノ

字
清
〉
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47　46　45　44　43　　　　　42　41
無 相 中 譬 法 等 三 轉
＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 亦 ＿ ＿

上 平 去 平 入 尓 去 平
） ） ） ） ）

也
） ）

雲 生 根 説 説
〉

周 教

（

入
）

〔

下
末
・

29
ウ

〕

　

42
に

同
じ

（

入
）

〔

下
末

・

29
ウ

〕

　

42
に

同
じ

（

上
・

新）

〔

下
末

・

29
ウ
〕

　

36
に

同
じ

（

去
・

新）

〔

下
末

・

4ー
ウ
〕

　

相
（

平）

生

（

去
・

新
）

〈

三

井
亦

尓
〉

（

上
）

天
（

上
・

新
）

〔

上

末
・

2ー
オ
〕

　
　

『

補
忘
記
』

（

貞

享
版
）

無
（

上
）

雲
（

上
）

天
（

上
・

新
）

〈

三

井
又

　 　 父
　 　 ）

　 　 教
　 　 ＿ 心

・ ）

中 ・ 根 但

（ ＿ 平 ＿ 新 歴 ＿ 新 ＿ ＿

上 平
）

去 当 （ 上
）

上 上

騫鬱
巽

〉

簍鑛謎

40　　　　 39　38　37　36　35　　　　　34　33
観 去 隔 但 當 中 不 亦 別 當
＿ ＿ （ ＿ 通 ＿ ＿ 尓 教 （

平 フ 入 去 （ 去 上 也 但 平
）

入 軽
）

去
） ）

〉

（

）

晝 車專ド 埀
心

（

去
・

新
）

〈

三

井
亦
尓
也

　
天
台
所
立

．

心

（

去
・

新
）

ノ

四
種

ノ

釈

之

随
一

也
〉

因
（

去
）

縁

（

上
）

約

（

平
）

教
（

平
・

新）

付
（

平）

財
（

去
・

本）

〈

三

井
亦

尓
〉

周
（

上
・

新）

〈

法
（
入
）

譬
（

平
）

因

（

去
）

縁
（

上
）

也

三

井

一 144一

T

（

上
・

新
）

〔

下
本
・

17
ウ
〕

　

34
に

同
じ

教

〔

下
本

・

23
オ
〕

　

長
（

去
・

本
）

遠
く

三

井

等
同
レ

之
　
遠

ノ

字
遠

（

去
）

オ
〕

　

34
に

同
じ

（

去
）

根
（

上
・

新
）

〈

三

井
亦

尓
也
〉

通

（

去
・

新
）

機
〔

下
本
・

7
ウ
〕

　

當
（

平
）

通

（

去
・

新
）

〈

三

井
亦
尓
也
〉

去
）

申
（

上
・

新
）

〔

下
本
・

8
オ
〕

　

ぼ

　
但
（

去
）

中
（

上
・

新
）

不
（

上
）

但
ハ

去
）

中
（

上
・

新）

〈

三

井
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尓
也

　
南
都一
只

天
ノ

字
清

ム

也
〉

　

こ

の

内、

47
は

元
禄
版

『

補
忘

記
』

に

は

見
出
せ

ず、

貞
享
版
に

依
っ

た
。

　

第
五

種
の

中
に

は

問
題
の

あ
る

用
例
が

数
例
あ
る

。

以

下
そ

れ
ら
を
示

す
。

　

48
長

（

去
・

本
）

短

（

平
・

新
）

〔

上

末
・

32
オ
〕

　

49
長
（

去
・

新
）

短

（

平
・

新
）

〔

下
末
・

33
オ
〕

　

元
禄

版
『

補
忘
記
』

に

は

次
の

よ
う
に

あ
る

。

　

　

長
（

平
）

短
（

上
・

新）

〈

如
レ

言

弓
長

（

平
）

短
（

上
・

新
）

三

（

去
）

句
（

平
・

新
）

等
→

自

宗
ノ

法
相

ヲ

談
ス

ル

時
ハ

如

　

　

レ

是
唱
ロ

之
ヲ

　

若
．

色
法

ノ

沙
汰
及

釋
論

等
ア

ハ

順
ツ

三

井
ノ

名
目．〜

長

（

去
・

新
）

短

（

平
）

ト

唱
”

之
ヲ

　

三

井
并

二

高

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ
ナ
シ

テ

　

　

野
ニ

ハ

云゚
・

長
（

去
・

新
）

短
（

平
）

→

唯
識
宗．
ス

云
η

長
（

去
・

新
）

短
（

平
・

新
）

→

亦
二

字
ヲ

　
離

言
フ

時
ニ

ハ

云
コ

長

（

去
・

　

　

本）
二

短
（

平
と

ト

也

亦
二

字
ヲ

云
二

長
（

上
）

ノ

三

（

去
）

句
（

平
・

新）

短

（

平
）

ノ

三

（

去
）

句
（

平
・

新
）

→

也
〉

と

　

と
こ

ろ

が、

貞
享
版

『

補
忘
記
』

に

は

次
の

よ

う
に

あ
る

。

既

　
　
　
長
（

平
）

短

（

上
・

新
）

〈

言
コ

長
短

ノ

三

句
等
→

自

宗
ノ

法
相

ヲ

談
ス

ル

時
ハ

如
レ

是
唱
レ

之
ヲ

　

若
シ

色
法

ノ

沙

汰
ノ

時
ハ

銘

　

順
コ

三

井
ノ

名
目．〜

長
（

去
・

新
）

短
（

上
・

新
）

ー

唱
レ

之

三

井
ニ

ハ

云
弐

長
（

去
・

新
）

短
（

上
・

新
）

汗

南
部
及

ヒ

高

西　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

ナ
シ

テ

正

　
　

　

野
ニ

ハ

云
フ

長
（

去
・

新）

短
（

平

ζ
　

然
二

當

山
ア

モ

ニ

字
ヲ

　
離

云
時
ハ

長
（

去
・

新
）

二

短
（

平
）

二
卜

言
フ

也
〉

訂囎

元
禄
版
に

依
る

と
、

48
．

49
の

長
（

去
．

新
（

又

は

本
）

）

短
（

平
．

新
）

は

「

唯

識
宗
」

の

読
み

を
反
映
し

た

も
の

と

な
っ

て

し

ま

　と

　

う
。

し

か

し
、

貞
享
版
に

依
る

と
、

「

三

井
」

の

読
み

と

な
る

。

1
〜

47
の

例
か

ら

考
え

て、

こ

の

語
の

み

重
ね
て

「

唯
識
宗
」

の

読

山

　
み

方
を

す
る
の

は
、

内
容
か
ら

考
え
て

も

不

自

然
の

よ
う
に

思
う

。

元

禄
版
の

記
述
は
、

あ
る
い

は
、

改
版
時
に

錯
誤
が

起
き

て
い

編補

　
る
の

で

は

な
い

か

と

思
う

。

そ
こ

で
、

48
・

49
両
例
と

も
第
五

種
と

し

た
。

『　

次
に
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50
波
（

上
）

羅
（

上
）

奈
（

平
）

國
（

入
）

〔

上

末
・

40
〕

は
、

先
掲

の

18
と

異
同
が

あ

る
。

「

奈
」

字
が

18
で

は

（

平
・

新
）

と

な
っ

て

い

る
。

『

補
忘
記
』

の

記
述
か

ら
、

あ
る
い

は

他
宗
の

も
の

の

よ

う
で

あ
る
が
、

他
宗
の

読
み

は
（

上
）

で

あ
っ

て
、

（

平
）

で

は

な
い

。

又
、

50
の

み

別
の

読
み

方
を
す
る

必

要
も

考
え

に

く
い

こ

と

か

ら
、

50
は

（

平
・

新）

の

誤
刻
で

は

な
い

か

と

考
え
る

。

そ
こ

で
、

こ

れ

も
第
五

種
と

し

た
。

　

　

第
六

種

『

補
忘

記
』

に

対
応

す
る

標

出
語
が

あ
り、

且
つ

宗
派
に

対

す
る

注

記
が

存
在
す
る

も
の

の

内
、

天

台
宗
山

門

派
の

語
形
で

あ
る

こ

と
の

判

明

す
る

も
の

が

あ
る

。

こ

れ

は

四
例
あ
る

。

（

例
示
の

方
法
は

第
四

種
に

同
じ

V

　

1
五

（

上
・

本
）

停
（

去
・

本
）

心

（

上
）

〔

上

本
・

24
オ
〕

　
飢

五

（

上
・

本）

停
（

去
・

本
）

心

（

上
）

観
（

平
．

新）

〈

山

　

　
門

ノ

名
目

亦

尓
也

三

井
三

ハ

云

五

（

平
・

本
）

停
（

平
・

本）

心

（

去
・

新
）

観
（

平
訴

唯
識
宗

ニ

ハ

云
二

五

（

平
・

本
）

停

　

　
（

去
）

心

（

上
・

停
）

観
（

平
）

→

〉

こ

れ

は
、

「

三

井
」

で

は

な
く
「

山
門

，

名
目
」

に

依
っ

た

と

思
わ

れ
る

例
で

あ
る

。

　

2
通

（

上
）

（

去
）

教
（

平
・

新
）

〔

上

本
・

5
ウ
〕

　

通
（

上
）

教
（

平
・

新
）

〈

山

門
ノ

名
目
也

　
根
嶺
随
四

之
二

　

寺
門．

二

云

　

　

　
通

（

去
）

教
（

平
・

新
ζ
＞

　

3
通

（

上
）

（

去
）

教
（

平
・

新
）

〔

下

本
・

2
に

同
じ

〕

こ

れ

ら

は
い

ず
れ

も
両
点
字
で

あ

り、

山

門
・

寺
門
の

読
み

を
並
記
し

て

あ
る

の

で

あ
り、

純
粋
に

山

門
の

読
み

を
反
映
し

た

例
と

は

み

な

し
に

く
い

と

思
う

。

　

4
極
（

入
・

本
）

七
（

入
）

返

（

去
）

有
（

平
）

〔

上

末
・

7
オ
〕

　
極
（

入
・

本
）

七

（

入
V

反

（

去）

有
（

平）

〈

反
ノ

字
半

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ヘ

ン

濁
也

　
七

（

入
）

反
（

平
）

受
（

平
・

本）

生
．

時
ハ

用
丿

ト

反
音
ワ

唯
識
宗

　
北
嶺
皆
同

．

〉
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こ

れ

は

「

唯
識
宗
」

「

北

嶺
」

が

皆
「

当
山
」

と

同
じ

読
み

方
を

す
る
こ

と

を
述
べ

て

い

る
の

で

あ
り、

を

反
映
し
て
い

る

例
と

は

考
え
に

く
い

と

思

う
。

　

す
る

と、

山

門
の

読
み

を
反
映
し

た

と

確
実
に

見
な
せ

る

例
は

ー

の

み

と

な
っ

て

し

ま

う
。

積
極
的
に

「

北
嶺
」

の

読
み

　
　

　

第
七

種

『

補
忘
記
』

に

対
応
す
る

標
出
語
が

あ
り、

且
つ

宗
派
に

対

す
る

注

記
が

存
在
す
る

も
の

の

内
、

三

井
寺
の

読
み

で

は

な
い

こ

と

が

判

明

す
る

例
が
一

例
あ
る

。

　
1
雙
（

平
）

照

（

去）

〔

下

本
・

17
ウ
〕

　

雙
（

平
）

照
（

去
）

〈

照
ノ

字
三

井．
ス

濁
〉

『

補
忘

記
』

に

依
れ

ば

「

三

井
」

の

読
み

で

は

照
（

去
・

新
）

と

な

る
は

ず
で

あ
り、

こ

の

用

例
は

三

井
寺
以

外
の

読
み

方
に

よ
っ

た

と

せ

ざ
る

を

得
な
い

。

し

か

し
、

『

西
谷

名
目
』

下

本
の

次
丁
ウ

ラ

（

18
丁

ウ

ラ）

で

は

従
（

上
・

本
）

を

従
（

上
・

新
）

と

誤

刻

し

て

い

る
と

思

わ
れ
る

も
の

が

あ

る

の

で

あ
る

。

従
っ

て

こ

の

辺

り
に

誤
刻
が

伏
在
し
て

い

る

可

能
性
は

あ

る
。

又
、

第
五

種
の

用

例
数
の

多
さ
か

ら

考
え
て
、

こ

の
一

例
の

み

三

井
寺
に

反
し

た

読
み

方
を
採
っ

て

い

る
と

す
る
の

も
不

自
然
で

あ
ろ

う
。

　
　

　

第
八

種

『

補

忘

記
』

に

対
応

す
る

標
出

語
が

あ

り
、

且
つ

宗
派
に

関
す
る

注
記
が

存
在
す
る

も
の

の

内、

唯
識
宗
の

読
み

に

依
っ

た

と

思

わ

れ

る

例
が
一

例
あ
る

。

　
1
応

（

平
）

身
（

去
・

新
）

〔

下
末
・

33
ウ

〕

　
応
（

平
）

身
（

去
・

新）

〈

唯
識
宗
同
レ

之
〉

し

か

し
、

こ

の

用
例
は

あ
く
ま
で

も
「

同
レ

之
」

で

あ
る
こ

と

を
示
し
て

い

る
の

で

あ
っ

て
、

「

唯
識
宗
ニ
ハ

」

と
い

っ

た

読
み

方
で

は

な
い

。

従
っ

て
、

こ

の

用
例
が

積
極
的
に

「

唯
識
宗
」

の

読
み

を
反
映
し

た

も
の

と

は

判
断
し

に

く
い

。
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W

　
以
上

、

八

種
の

内、

第
一

種
・

第
二

種
・

第
三

種

は、

『

西
谷
名
目

』

の

声

点
の

素
性
を

考
え
る

上

に

参
考
と

な
ら
な
い

。

『

補
忘

記
』

の

注

記
か

ら

そ

の

素
性
を
積
極
的
に

朔
り

得

る
の

は

第
四

種
・

第
五

種
・

第
六

種
・

第
七

種
・

第
八

種
で

あ

る
。

都
合
六

十
四

例
で

あ
る

。

　
こ

の

内、

寺
門

．

山

門

を
問
わ
ず、

と

り

あ

え

ず
天

台

宗
の

も
の

で

あ

る
こ

と
の

判

然
と

す
る
の

が

六

十
二

例
あ
る

。

第
七

種
・

第
八

種
の

各
一

例
は
、

確
例
と

は

な
し
に

く
く、

除

外
し

て

お

く
。

す
る

と
、

素
性
を
明

ら
め

得
る

用
例
は

全
て

天
台

宗
由
来
の

も

の

で

あ
る

。

こ

れ
は
、

『

西
谷

名

目
』

と
い

う
典

籍
の

性
格
か

ら
し

て

当
然
の

こ

と

で

あ
ろ

う
。

　

次
に
、

天

台
宗
内
で
の

寺
門
・

山

門
の

別

に

注

意
す
る

と

き
、

第
三

種
第
7
番
用

例

が

問
題
と
な
っ

て

く
る

。

「

山

門
」

「

西
谷

ノ

名
目
」

に

背
い

た

読
み

方
を
し

て
い

る
の

で

あ

る
。

こ

の

傾
向
は

第
五

種
と

第
六

種
の

比

率
に

歴

然

と

表
れ、

五

十
対

四
と

な
っ

て

い

る
。

し

か

も、

第
六

種
に

分
類
し

た

四

例
の

内、

確
例
と

し

得
る

の

は
一

例
に

過

ぎ
な
い

の

で

あ
る

。

（

む

し

ろ
、

こ

の
一

例
を
疑

う
べ

き
な
の

か

も
し

れ

な
い

。

）

　
こ

の

よ
う
に

観

応

『

頭

書
訂
正

西
谷
名
目

』

に

差
さ

れ
た

声
点
の

素
性
を
考
え
る

と
、

全

体
に

寺
門
の

読
み

方
で

差
さ

れ
て

い

る

よ
う
で

あ
る

。
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ま

と
め

『

西
谷

名
目

』

　

あ
る
い

は
、

う
。

の

内
容
に

則
し

て

考
え
れ

ば
、

『

頭
書
訂

正

西
谷
名
目

』

の

読
み

方
は

山

門
の

も
の

に

拠
る
べ

き
だ

ろ

う
。

も
し

智
山

派
に

お

け
る
入

門

書
と

し
て

利

用
を

計
る
こ

と

を

考
え

る

な
ら

智
積
院
の

読
み

に

よ
る

の

も

自
然
で

あ

ろ
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し

か

し
、

そ
の

い

ず
れ
の

可
能
性
を
も
否
定
し

た

形
で、

「

三

井
」

の

読
み

に

従
っ

て

観
応
が

差
声

し
て

い

る
の

は
、

目
す
べ

き
現
象
で

あ
ろ

う
。

　
さ
ら

に
、

そ
の

結

果
と

し

て

第
一

種
の

語
彙
群
か

ら
寺

門
の

読
み

を

推
測
し

得
る

こ

と

と

思

う
。

は

な

は

だ

注
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